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病 の 在 宅 栄 養 療 法 に つ い て

栄 養　　 ○ 田 辺 節 子 、 岡 部 美 知 子

４ 内　　　　 福 田 能 啓 、 下 山　 孝

病 は 原 因 不 明 で あ り 、 対 症 療 法 が 主 体

物 療 法 が 行 わ れ て い る が 再 燃 防 止 に

で あ

関 し

始 す る と 再 燃 す る こ と を し ば し ば 鰹 験

elemental　diet 、E    D   、 エ レ ン タ ー

て い る 。 今 回 は 、 本 療 法 の 有 用 性 と
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再 燃 防 止 に 有 用 で あ っ た 。 （2     ） 経 口 的 に 摂 取 す る

に あ っ た 。 （

過 が え ら れ た

3    ） 食 品 の 選 択 と 作 成 し た 食 品 構 成 に よ

E     D に よ る 栄 養 療 法 が 有 用 で あ る 。 。低 脂 肪 で あ る 食 事

Quality　0  f　life　の 面 か ら 有 用 で あ る と 考 え ら れ

生体 におよぼす騒舎およi>^'S動の影響

名古屋･ir丈象政　・え 原命了　　 谷由美了

た

目的　 駁音il＼身体的精神的影濯 をおよばすことば知られてお'),     9  ミン代謝Λ の影馨

につい1   の靭告は多い。 一方返及 心m 勁･恥 精神的 ストレス解消沃のI つと して広く 更践

‘ぎれてお ‰n ん臼厦剛 びT 用の九追 句知られてぃ心。々こで廓 共は,駆量とラ 緋ヽ に價荷

レた褐冷 の脂慢，μん臼質, 加ﾚｼ9  八八謝△≪影弩およWife 劾の効 用を検討しに。

方法，5 遣 耕(7) V吋位r雄ラットn^ を騒音負荷粍し17)非退勤群c  対罵群6 匹),  騒者f  荷

の運動料 とs °), 非 運動 群 び ＆) に分Iﾅ，ビタミンc 除去のひ-2 補琴固型飼料 を自粛役

取;ぎ七｜盈削飼育 しぶ 。顎骨１ 荷|ま'^.な･A  /レ大 汗ホンa 騒↑ 幻 日? 時間t 荷レ, 是

勅群 にt回転車付ゲ- ジで澗 麿 し,   自由運瀬 とし八。翻 青最 終 已にみ時間蓄尿 し，尿 中ユノレ

ケ つ叉りｺﾝ ﾍﾟ｡帑t 汪) ，が琲沈量，ぬ琲池量 ぼ 吾吸光滅j)乞刑 定し防。僻 宵終了後解剖,屎

血レ，血滞゛)コレt.   アロ ー”レ沁 漁c心 印i一心 に)ノ 桝口 回航痛) ，印川t およ哨 千吸必ビ

タミンC-    了万刹4  および大 腿骨Ok  C DC-po ;幻 り 恨 しrこ。令I有期間2 巡間 および3 巡間

につぃT もl?l社 に実胱を行・1≒

鮪屎 尿 中コノレナコスケロン消卜泄童は,楓骨負荷で`増加 し） 運勃 濡荷＼Z よ') 賞 少しrこ。呆

仲が瀞 恵量／漑取/x/量は2 巡吊飼饗に払 ヽて研^ 傾荷r 増加し，運動t 荷によ・T 増加抑

制 丁れら 血清T々lｴ2 通関飼脊を除いて笏者^ 荷 で`上等レ, 隻勤 傾筒て付 らに上男 し匹

血漬およ刈 干輸 丁朗 値II, 雅量候補で･上溥レ, it 劾癩荷でヽお£`むね上号ド 聊 刹され几 呆

申λ彬むt/ 農取λ麦は駁f 慄荷2 逍λで増力pし, 退動 優笥2 遣闇でほてらに増加 しら 大腿慄

(a叫 雁骨傾笥1 遣で漱ヶレ,    2R. で･啼 加し乖劾^  荷て謳 少の聊判まｱこほt; しう増加 けこ。


